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「
ナ
ン
カ
ン
」の
ビ
ッ
グ
バ
イ
ク
用

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
の
第
２
弾
が
登
場

し
た
。
ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
メ
ガ

ス
ポ
ー
ツ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ハ

イ
グ
リ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
〝
ス

ポ
ー
テ
ィ
ア
ッ
ク
〞
だ
。

　

外
観
は
グ
ル
ー
ブ
の
少
な
い
セ
ミ

レ
ー
シ
ン
グ
タ
イ
ヤ
に
近
く
、
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
な
ル
ッ
ク
ス
。
そ
の
ト
レ

ッ
ド
部
分
は
、
セ
ン
タ
ー
と
サ
イ
ド

部
で
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
変
更
し
て
い
る
。
耐
久
性
と
グ
リ

ッ
プ
力
に
配
慮
し
た
最
新
タ
イ
ヤ
構

造
と
な
っ
て
い
る
。

　

気
に
な
る
の
が
、
こ
の
タ
イ
ヤ
が

狙
っ
て
い
る
使
用
レ
ン
ジ
。
ひ
と
言

で
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ヤ

と
言
っ
て
も
、
コ
ー
ス
か
ら
峠
道
ま

で
を
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
カ
バ
ー
す

る
タ
イ
プ
か
ら
、
コ
ー
ス
で
の
ス
ポ

ー
ツ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
メ
イ
ン
に
考

え
る
よ
う
な
セ
ミ
レ
ー
シ
ン
グ
に
近

い
も
の
ま
で
あ
る
。

　

こ
の
タ
イ
ヤ
が
狙
う
の
は
「
自
走

し
て
コ
ー
ス
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
遊

ん
だ
後
に
自
走
で
戻
る
」
と
い
っ
た

使
い
方
が
で
き
る
タ
イ
ヤ
。
つ
ま
り

リ
ッ
タ
ー
SS
が
パ
ワ
ー
全
開
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
性
能
が
あ
り
、
耐

久
性
も
そ
こ
そ
こ
い
い
ぞ
、
と
い
う

こ
と
だ
。

　

で
、
果
た
し
て
ど
う
か
？ 

と
い
う

こ
と
で
Ｙ
Ｚ
Ｆ‐Ｒ
１
と
Ｚ
Ｘ‐14
Ｒ

　

ツ
ク
バ
で
の
試
乗
は
あ
い
に
く
の

雨
。
冷
た
い
ウ
エ
ッ
ト
パ
ッ
チ
が
コ

ー
ス
の
半
分
く
ら
い
に
点
在
す
る
状

況
だ
っ
た
の
だ
が
、
試
乗
車
の
リ
ー

ン
ア
ン
グ
ル
を
使
い
切
り
、
何
の
不

安
も
無
く
パ
ワ
ー
も
か
け
ら
れ
た
。

ウ
ェ
ッ
ト
に
対
す
る
能
力
は
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
な
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ
タ
イ
ヤ

と
し
て
は
一
般
的
な
も
の
。
だ
が
、
ド

ラ
イ
の
グ
リ
ッ
プ
力
は
同
ク
ラ
ス
の

中
で
も
「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
」
で
あ
る
。

　

た
だ
グ
リ
ッ
プ
が
い
い
だ
け
で
な

く
、
リ
ッ
タ
ー
Ｓ
Ｓ
で
の
フ
ル
バ
ン
ク

状
態
で
も
ラ
イ
ン
変
更
が
し
や
す
い
。

こ
の
動
き
の
良
さ
、
と
い
う
か
、
そ
の

動
き
の
素
直
さ
も
魅
力
的
で
耐
久
性

が
心
配
な
ほ
ど
の
グ
リ
ッ
プ
力
だ
っ

た
。
峠
道
で
か
な
り
長
時
間
ス
ポ
ー
テ

ィ
な
走
り
を
楽
し
ん
だ
が
、ト
レ
ッ
ド

面
は
サ
ラ
っ
と
し
た
ま
ま
。コ
ン
パ
ウ

ン
ド
の
変
わ
り
目
で
段
差
が
で
き
る

な
ど
も
皆
無
。サ
ー
キ
ッ
ト
で
は
少
し

ヨ
レ
が
出
て
い
た
も
の
の
、表
面
が
ネ

ッ
チ
リ
す
る
だ
け
で
、
目
立
っ
た
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
出
て
な
い
。
及
第

点
以
上
の
耐
久
性
は
あ
り
そ
う
だ
。

　

ナ
ン
カ
ン
タ
イ
ヤ
が
初
め
て
挑
戦
し

た
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
。尖
っ
た
部
分

は
無
い
も
の
の
、重
た
い
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ

に
も
耐
え
る
強
度
が
あ
り
、そ
の
絶
対

的
な
グ
リ
ッ
プ
力
と
素
直
さ
で
、か
な

り
高
い
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て

い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。（
Ｋ
16
）

に
履
い
て
峠
道
と
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
・

コ
ー
ス
２
０
０
０
を
走
行
し
て
み
た
。

　

第
一
印
象
で
言
う
と
「
び
っ
く
り
」

す
る
ほ
ど
癖
が
無
い
。
他
の
ハ
イ
グ
リ

ッ
プ
タ
イ
ヤ
に
よ
く
あ
る
の
は
、
極
端

に
フ
ロ
ン
ト
タ
イ
ヤ
か
ら
の
初
期
旋

回
性
能
を
強
め
た
た
め
、低
速
時
に
そ

れ
が
舵
角
の
強
さ
な
ど
と
し
て
現
れ

る
。
ま
た
、リ
ア
サ
イ
ド
の
硬
さ
が
目
立

つ
、な
ど
も
そ
う
だ
。だ
が
こ
れ
ら
が
ス

ポ
ー
テ
ィ
ア
ッ
ク
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

軽
快
だ
が
、
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ナ
リ

ン
グ
で
な
い
領
域
か
ら
動
き
が
素
直

で
、
そ
れ
が
全
開
付
近
で
走
る
よ
う

な
ペ
ー
ス
で
も
変
わ
ら
な
い
。
コ
ー

ス
に
比
べ
ギ
ャ
ッ
プ
の
多
い
峠
道
で

は
、
す
ば
ら
し
く
扱
い
や
す
い
特
性

だ
。
そ
の
素
直
さ
は
、
日
本
製
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
と

変
わ
ら
な
い
。
侮
れ
な
い
ぞ
。

驚
く
ほ
ど
ク
セ
が
な
く
、

扱
い
や
す
い
タ
イ
ヤ
だ

ド
ラ
イ
の
グ
リ
ッ
プ
性
能
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
同
等

コースでのハイスピードコーナリンクに耐える十分な強度があるタイヤだ。
峠道でも、リアサイドやフロントの硬さはまったく感じなかった。だから荒
れた路面でも跳ねが少なく、非常に扱いやすかった。タイヤ構造がかなり
しなやかで、しかしコシがあるのだろう。

STAGE 002  Winding Road

サーキットでは期待以上のパフォーマンスを発揮

重量級バイクでのフルバンク時もすこぶる安定

STAGE 001  Circuit

荒れたワインディングでも
安定したハンドリング

路面のギャップもしなやかに吸収

短時間で済む
ウォームアップ
走行が魅力
多少ウェットが残っている路面
で、路面温度は低めだ。だがタ
イヤが温まるのは早いので
YZF-Ｒ１をフルバンクに持ち込
むまで、さほど時間はかからな
かった。完全に濡れている所で
はある程度慎重に開ける必要
があったが、それ以外では殆ど
何も気にせずスロットルを操作
できた。リーン中の動きも軽快
だし、ライン変更もかなりダイ
レクトに応答していた。

路面はYZF-Ｒ１の時より少しドライ状況に好
転している。ZX-14Ｒはコースでスポーツ走行
するにはかなり重めのバイクだ。しかしその重さ
に対してネガな表情はまったく出ていなかった。
最終コーナーなどはドライと変わらない勢いでス
ロットルを操作できる。カウルが当たる程リーン
させても問題無しだ。

ZX-14Rのパワーでも
ガッチリ路面をグリップ！！

スポーツツーリングタイヤ“ローディアック”の実力が
評価され、ジワジワと日本でのシェアを伸ばしつつ
ある台湾のナンカンタイヤから、今度はハイグリップ
タイヤの“スポーティアック”が発売される。早速、
サーキットと峠に持ち込み、K16による徹底テストで
明らかになったスポーティアックの驚異の実力とは !?

ナ
ン
カ
ン
タ
イ
ヤ
史
上

ナ
ン
カ
ン
タ
イ
ヤ
史
上

最
強
の
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ

最
強
の
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ

タ
イ
ヤ
が
デ
ビ
ュ
ー
!!

タ
イ
ヤ
が
デ
ビ
ュ
ー
!!

■価格：オープン
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R A D I A L  T Y R E

RACE        SPORTS       TOURING

フロントにはコーナリングとハンドリングを重視したトレッドパターン
を採用。両サイドのコンパウンドはソフトタイプを採用し、センターは
直進時の安定感を向上させるためにハードコンパウンドとしている。
リアは安定性とコンフォート性を重視した設計で、両サイドにハイグリ
ップコンパウンド、センターにハードコンパウンドを使用している。

スポーツ走行後でも
サラッとしているタイヤ表面

コーナリング時のグリップと
ハンドリングを重視

スポーツ走行後のタイヤ
表面は、前後ともかなり
サラッとした感じで、国
産のライバルと大きな違
いは見受けられなかっ
た。耐摩耗性能も期待で
きそうだ。FRONTREAR

FRONTREAR
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